
論
文
と
い
う
具
体
的
な
成
果
に
つ
な
が
っ

た
と
振
り
返
る
。

ま
た
「
高
分
子
化
学
専
攻
の
私
が
実

際
に
起
き
て
い
る
現
象
や
効
果
に
着
目

す
る
の
に
対
し
、
物
理
系
の
学
生
は
、

現
象
を
数
式
や
理
論
を
使
っ
て
捉
え
よ

う
と
す
る
。
見
る
角
度
も
考
え
方
も
違

う
人
と
日
々
議
論
を
重
ね
る
中
で
、
自

分
自
身
も
論
理
的
に
考
え
る
力
が
磨
か

れ
ま
し
た
」
と
大
場
矢
登
さ
ん
（
理
学

研
究
科
）。

。
括
目
す
べ
き
は
、
学
生
ら
が
プ
ロ
グ

ラ
ム
か
ら
学
び
を
得
る
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
を
機
に
自
ら
研
究
発
表
会
や
セ
ミ

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
複
数
の
分
野
が
融
合
し
て
新

た
な
視
点
を
獲
得
し
、
革
新
的
な
技
術

を
生
み
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
話

す
の
は
、プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
芦
田
昌
明
教
授
。

「
特
に
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
新
し
い
技

術
が
発
展
す
る
ほ
ど
、
物
性
物
理
や
物

質
化
学
、
材
料
・
デ
バ
イ
ス
工
学
と
い
っ

た
『
物
質
科
学
』
の
技
術
が
重
要
に
な

り
ま
す
」
と
、「
物
質
科
学
」
領
域
に
着

目
す
る
理
由
を
明
か
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
基
礎
工
学
研

究
科
、
理
学
研
究
科
、
工
学
研
究
科
の

中
の
物
質
科
学
研
究
に
関
わ
る
９
つ
の

専
攻
か
ら
学
生
を
選
抜
。
従
来
の
研
究

科
専
攻
の
専
門
課
程
に
加
え
て
、
独
自

の
講
義
や
実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

し
て
、
ほ
か
の
学
問
領
域
や
研
究
手
法

を
学
ぶ
。

専
門
領
域
を
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と

を
中
心
と
し
て
き
た
従
来
の
博
士
課
程

教
育
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
研
究
領
域

に
触
れ
る
中
で
複
眼
的
な
思
考
や
俯
瞰

的
な
視
点
、
異
な
る
専
門
領
域
と
協
働

す
る
力
や
対
話
力
な
ど
を
養
う
こ
と
が

狙
い
だ
。

日
立
製
作
所
理
事
で
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ビ

ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
の
Ｃ
Ｓ
Ｏ
＆
Ｃ
Ｔ
Ｏ
を

務
め
る
長
我
部
信
行
氏
は
、
産
業
界
で

求
め
ら
れ
る
人
材
に
つ
い
て
こ
う
語
る
。

「
科
学
技
術
が
高
度
に
発
達
し
、
便

利
な
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
る
現
代
。
モ
ノ
づ
く

り
や
技
術
開
発
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、

世
の
人
々
が
本
当
に
求
め
て
い
る
も
の
は

何
か
、
社
会
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
捉
え
る
こ
と
で
す
。
高
い
専
門
性
を

前
提
と
し
つ
つ
、
自
ら
課
題
を
発
見
し
、

ナ
ー
を
主
催
し
、
自
発
的
な
異
分
野
交

流
を
行
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
田

中
さ
ん
は「
た
と
え
ば
、カ
デ
ッ
ト
リ
サ
ー

チ
セ
ミ
ナ
ー
と
い
う
学
生
主
体
の
取
り

組
み
が
あ
り
ま
し
た
。
分
野
を
超
え
て
、

学
生
同
士
で
研
究
内
容
に
つ
い
て
助
言

を
し
あ
う
場
で
す
。
専
門
外
の
内
容
に
つ

い
て
気
軽
に
質
問
で
き
る
う
え
、
研
究

の
幅
が
広
が
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
ほ
か
に

も
、
週
に
一
度
、
教
授
と
英
語
で
話
し

「
物
質
科
学
」領
域
を
融
合
し

専
門
分
野
を
超
え
て
学
ぶ

２
０
１
２
年
10
月
、
文
部
科
学
省
の

「
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
一
つ
と
し
て
、大
阪
大
学
の
「
イ

ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
物
質
科
学
・
カ
デ
ッ
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
以
下
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

が
ス
タ
ー
ト
。
そ
れ
か
ら
約
５
年
が
経

過
し
た
今
、
第
１
期
生
（
一
般
選
抜
生
）

が
５
年
一
貫
の
博
士
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

終
え
、社
会
に
羽
ば
た
こ
う
と
し
て
い
る
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
そ
の
名
の

通
り「
物
質
科
学
」領
域
に
焦
点
を
絞
り
、

産
・
官
・
学
の
広
い
フ
ィ
ー
ル
ド
で
物
質

科
学
研
究
・
事
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る

人
材
を
育
成
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

「
昨
今
は
、
人
類
の
存
続
を
脅
か
す
よ

う
な
地
球
規
模
の
課
題
が
多
々
生
ま
れ

仮
説
を
立
て
て
そ
れ
を
検
証
・
実
行
す

る
力
や
、
異
な
る
研
究
分
野
と
相
互
理

解
を
深
め
、
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
て
い
け
る
人
材
は
企
業
で
も
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
」

続
け
て
長
我
部
氏
は
、「
本
来
は
博
士

人
材
こ
そ
、
そ
う
し
た
能
力
に
秀
で
て
い

る
は
ず
だ
」
と
力
を
込
め
る
。

「
い
ま
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
で
は
博
士
号
が
研
究
者
と
し
て
の
必

須
条
件
と
な
っ
て
い
る
ほ
ど
。
博
士
人
材

が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
中
核
を
担
っ
て

い
る
と
い
え
ま
す
。
世
界
と
渡
り
合
っ
て

い
く
た
め
に
も
、
我
々
日
本
の
産
業
界

が
、
博
士
人
材
に
対
す
る
認
識
を
新
た

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

異
な
る
分
野
と
出
合
い

多
様
な
視
点
を
獲
得

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
物
理
や
化
学
、

材
料
科
学
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
交
わ
る

こ
と
の
少
な
か
っ
た
学
問
分
野
が
接
し
、

対
話
・
融
合
す
る
こ
と
に
力
点
が
置
か

れ
て
い
る
。
５
年
を
経
て
、
こ
の
試
み
が

学
生
の
成
長
を
は
じ
め
、
多
様
な
形
の

実
を
結
び
つ
つ
あ
る
。

た
と
え
ば
、
特
徴
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
つ
に
、
自
分
の
専
門
以
外
の
研
究
領
域

に
属
す
る
研
究
室
で
、
３
ヵ
月
間
研
究

に
従
事
す
る
研
究
室
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
る
。
燃
料
電
池
の
電
極
に
使
わ
れ
る

触
媒
を
研
究
す
る
田
中
雄
大
さ
ん
（
工

学
研
究
科
）
は
、
自
身
が
専
門
と
す
る

化
学
系
の
研
究
領
域
と
は
異
な
る
物
理

系
の
研
究
室
を
選
択
し
た
。

「
特
に
、
そ
れ
ま
で
触
れ
た
こ
と
の
な

か
っ
た
『
測
定
技
術
』
を
学
べ
た
こ
と
が

収
穫
で
し
た
。
そ
れ
を
自
分
の
研
究
に

取
り
入
れ
て
成
果
を
出
し
、
新
た
な
角

度
か
ら
論
文
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
研
究
室
ご
と
に
異
な
る
雰
囲

気
に
触
れ
ら
れ
て
、
刺
激
的
な
体
験
で

し
た
」
と
、異
な
る
観
点
と
の
出
会
い
が
、

（理学研究科）
大場 矢登 さん
化学メーカー内定

（工学研究科）
田中 雄大 さん
日本触媒内定

（理学研究科）
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製薬会社内定
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長我部 信行 氏
日立製作所 理事
ヘルスケアビジネスユニットCSO ＆ CTO
理学博士

AIやIoTなど新しい技術が
発展するほど、

物質科学が重要に

異なる研究分野と
ともに進んでいける
人材は企業でも必要

（
理
学
研
究
科
）は「
た

と
え
ば
化
学
を
使
っ
て
生
命
現
象
を
理

解
す
る
と
い
う
自
分
の
研
究
を
、
物
理

系
の
学
生
に
い
か
に
正
し
く
理
解
し
て

も
ら
え
る
か
。
５
年
間
苦
心
す
る
中
で
、

専
門
外
の
人
に
も
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
力
が
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
」
と
成
長
を

【
産
・
官
・
学
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
せ
】

異
分
野
を
融
合
す
る「
博
士
人
材
」が

変
え
る
、物
質
科
学
の
未
来

大
阪
大
学
の「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
物
質
科
学
・
カ
デ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、

物
質
科
学
の
多
様
な
分
野
を
結
集
し
、
専
門
分
野
の
枠
を
超
え
た
対
話
や
研
究
を
行
う
べ
く
２
０
１
２
年
に
誕
生
し
た
。

産
・
官
・
学
の
あ
ら
ゆ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
で
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
博
士
人
材
の
育
成
を
目
指
し
た
、
５
年
一
貫
の
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

こ
こ
で
大
き
な
成
長
を
遂
げ
た
履
修
生
が
、
巣
立
ち
の
時
を
迎
え
る
。

〈
大
阪
大
学
　
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
物
質
科
学
・
カ
デ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

ヘルスケアビジネスユニットCSO ＆ CTO
理学博士

AIやIoTなど新しい技術が
発展するほど、

物質科学が重要に




